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【要  旨】  
小児心不全に対する心臓移植ドナー不足は深刻で、再生医療が期待されてい
る。本研究の目的は、細胞シート治療の小児心不全への効果を示すことである。  
心臓障害モデルとして、2 週 (乳児 )と 12 週（性成熟後）の心筋梗塞ヌードラ
ットを用い、細胞シート治療として、 3 枚積層した筋芽細胞シートを梗塞部へ
移植する方法を用いた。実験は、まず乳児梗塞群と成熟梗塞群の比較を行い、
次に乳児梗塞群と乳児細胞シート治療群を比較した。評価は心臓カテーテル検
査 (左心機能 )・シリウスレッド染色（梗塞部璧厚・梗塞部線維化率）・蛍光免疫
染色（分裂心筋細胞数・梗塞部血管数・ c-kit 抗原陽性細胞数）を用いた。  
乳児梗塞群は成熟梗塞群に比べ心機能が良く、壁が厚く、線維化率は低く、
分裂心筋細胞が多かった。これにより乳児の心臓再生能は成熟個体より高く、
心筋分裂が関与することが示された。次に乳児細胞シート治療群は乳児梗塞群
に比べ心機能が良く、壁が厚く、線維化率が低く、分裂心筋細胞・梗塞部の血
管・ c-kit 陽性細胞が多かった。以上より細胞シートが心臓再生能を賦活化す
ることと、心筋分裂・血管新生・c-kit 陽性細胞の誘導などの機序が示された。  
本研究で、細胞シート治療がラットの乳児心筋梗塞モデルで有効であり、心
筋分裂能を備える乳児期では、成人より治療効果が高い可能性がある事を示し
た。本研究は小児の心臓再生治療への貴重な基礎データとなる。  
